
 
2024 年度都市計画演習 空間データサイエンス班 中間発表レジュメ 2024 年 11 ⽉ 11 ⽇(⽉) 

Let It Be Cool 〜少しも暑くないわ〜 
班員：岩渕泰知（班⻑） 前島希星（副班⻑） 中村穂希（渉外） 岡本慈央（GIS） 

三⽊直登(スライド) 倉⽥圭佑(DB) 坂元葉蔵(記録) 
指導教員: 鈴⽊ 勉 TA: ⽵内 真雄 

 
1． 背景・⽬的 
 ⽇本において夏の気温は年々⾼くなっている。気
象庁によると、「2024 年夏(6〜8 ⽉)の⽇本の平均気
温の基準値（1991〜2020 年の 30 年平均値）からの
偏差は+1.76℃で、1898 年の統計開始以降、2023 年
と並び最も⾼い値」1となっていた。下図のように、
猛暑⽇といわれる最⾼気温が 35℃以上の⽇は年々増
加傾向にある。横浜市を例にとると、2018 年の猛暑
⽇最⼤継続⽇数は 2 ⽇だったが、2024 年には 8 ⽇ま
で増加し、2024 年は 6 ⽉から 8 ⽉までの猛暑⽇の⽇
数も 22 ⽇と、平年と⽐べて 20.1 ⽇多くなってい
る。 

図１：年間の猛暑⽇の⽇数の推移 
 また、熱中症による搬送者数も増加傾向に今年度の
５−９⽉における熱中症による救急搬送者数も平成
２０年度の統計開始以降最⼤の 97,578 ⼈で、2022 年
から 26,549 ⼈増加している。 

現状の熱中症の対策は、啓発的な取り組みと物理的
な取り組みに⼤きく分けられる。 

啓発的な取り組みとしては、熱中症警戒アラートの
発表や熱中症対策の呼びかけ、パンフレットの配布な
どがある。これらの取り組みは各⾃治体が積極的に⾏
っているものの、これからさらに上昇していくと予想
される気温に対して、啓発的な取り組みによって促さ

 
 

れる個⼈の取り組みだけでできる熱中症対策には限
度がある。 

そこで、私たちの班はこれらの物理的な熱中症対策
の取り組みに注⽬した。海外に先⾏事例はないか調べ
てみると、韓国の都市で横断歩道沿いに遮光パラソル
を設置するなどの⼿段によって⽇陰を作り、暑さ対策
をする取り組みがあるということが分かった。物理的
な取り組みとしては、地域の店舗や施設などを涼みど
ころとして提供するクーリングシェルターが⼀部の
⾃治体で実施されている。また、神⼾市によるクール
ベンチの設置など、他の先進的な取り組みを実施して
いる⾃治体もある。しかし、全国的に⾒るとこのよう
な活動はあまり普及していないのが現状である。 
 
2. ⽬的（提案) 

 歩⾏者空間において、気象データから選定した⽇
の⽇射量と⼈流の解析を⾏い、⼈流が多い場所と⽇
向とを照らし合わせることで、効果的な対策必要箇
所の選定と具体的対策を提案する。 

 
３. 調査及び分析の流れ 

設置箇所と設置物を検討するために、川崎駅東⼝
（神奈川県川崎市)を調査・分析の対象として以下の
作業を⾏った。 

1. 気象データの把握 
2. ⽇射量の分析と 
3. 調査地の⼈流分析 

 
3-1. 気象データの把握 
 はじめに都市の気象データと暑さ指数としての
WBGTを調査した。環境省の開設する熱中症予防情報
サイトによると、 「暑さ指数（WBGT）は⼈体と外気
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との熱のやりとり（熱収⽀）に着⽬した指標 
で、⼈体の熱収⽀に与える影響の⼤きい ①湿度、 ②
⽇射・輻射(ふくしゃ)など周辺の熱環境、 ③気温の３
つを取り⼊れた指標 」とされている。数値による具体
的な危険度は以下のようになっている。 

 
図２：WBGT の数値別指標 

公開されている気象データと WBGT データに川崎
市のデータが存在しなかったため、今回は横浜市のデ
ータを代⽤し、8 ⽉分と１０⽉分の⽇別と時別の２種
類の気象データと WBGT の時別データを利⽤した。
利⽤したデータは Agoop の⼈流データのある期間に
合わせ 2019 年のものとなっている。調べたデータか
ら暑さと⽇射量に特に関係がある最⾼気温、⽇射量、
そして WBGT の数値を参考にして、⽇別に特徴づけ
を⾏った。 

 

図３： ２０１９年８，１０⽉の⽇別気温と⽇照時間 

 

図４：２０１９年８，１０⽉の⽇別WGBT最⾼値 

これらから分類した⽇ごとの特徴をもとに⼈流の流
れの変化を調査する。 
 

3-2-1. ⽇射量の解析〜PLATEAU View〜 

  国⼟交通省は都市デジタルツインの実現に向け、
「PLATEAU」というプロジェクト名で全国各都市の
3Dモデルを整備している。3Dモデルはオープンデー
タとして公開されているほか、Webでも閲覧が可能で
ある。特に特定の⽇時における⽇影は以下のように描
画できる。 

 
図 5：PLATEAU Viewでみた川崎駅前の３Dデータ 

しかし，Web版でできる分析はここまでであり、影の
できる場所を出⼒して，他のものと重ね合わることは
難しい。そこで PLATEAUより 3Dデータをダウンロ
ードし、ArcGIS Proでの分析を⾏なった。 
 
3-2-2．⽇射量の解析 

国⼟交通省の整備する都市 3Dデータプラットフォ
ーム「PLATEAU」の『川崎市建築物モデル LOD２（川
崎区）』及び、国⼟地理院の標⾼データ「基盤地図情報 
数値標⾼モデル」(5mメッシュ)を⽤いて、川崎駅前の
⽇射量を ArcGIS Proで分析した。⼿順は以下の通り。 

1. 建物データと地形データを Arc GIS Proで読み
込む 

2. 必要な位置のみを切り抜いた建物データと地
形データを「新規ラスターにモザイク」を 1つ
のラスターに統合する 

3. 「ラスターの⽇射量」ツールで⽇射量を解析す
る 

▶⽇射量がヒートマップになって表⽰される 
出⼒結果は以下の図の通り。



 
図 6：2019 年 8 ⽉ 3 ⽇の⽇射量の合計の強弱 

当然のことながら建物の屋上や道路の中⼼部は⽇射
が直撃するので，1 ⽇の⽇射量は⼤きくなること，建
物の北側は⽇射が少なくなることが明らかになっ
た。 
留意する点として，樹⽊やアーケード，地下道の存
在は考慮されていないことが挙げられる。また分析
エリアの外縁部は分析エリア外の建物の影響が考慮
されていないことに注意が必要である。 
今後の本データの活⽤⽅法としては，⼈流データと
重ね合わせることが第⼀に挙げられる。⼈流データ
と重ね合わせることで⼈流が多い，かつ⽇射量も 1
⽇を通して多い場所を⽰すことが可能となる。 

 
3-3．GISによる歩⾏者空間の⼈流データ分析と結果 
使⽤データ：Agoop ポイント型流動⼈⼝データ 
使⽤ツール：ArcGIS Pro 
歩⾏者の定義：時速 4km以下で移動するポイント  
(ただし、時速 4ｋｍ以下で移動するポイントに
は、歩⾏者のみならず停⾞中の⾃動⾞や⾃転⾞な
ども含まれる可能性がある。） 
今回は対象となるメッシュから、建築物を除いた
ポイントデータを分析に⽤いることとする。                        

3-3-1. WBGTと ID数の各⽇の相関関係(分析 1)       
建築物を除いた空間の 2019 年 8 ⽉のポイントデー
タから、⽇ごとの 15時台の ID数をカウントし、 
WBGTと各⽇ 15時台の ID数との関係性を散布図
に⽰す。 
【結果】 

	

図 7：WBGTと IDの各⽇の⽐較 
WBGTが⼩さくなるほど ID 数は多くなるという仮説
を⽴てた。しかし、実際はWBGTが⼩さくなっても
ID 数はあまり変化せず、WBGT と ID 数には密接な関
係が⾒られなかった。 
 
3-3-2 歩⾏者の分布（カーネル密度推定）（分析 2）     
Agoop データを⽤いて、 調査地における 8 ⽉と
10 ⽉の歩⾏者の分布を分析する。分析にはカーネ
ル密度推定を⽤いる。バンド幅は 50ｍとする。 
【結果】 

   
図 8: カーネル密度推定 8 ⽉ 50m   図 9: カーネル密度推定 10 ⽉ 50m 

まず 8 ⽉と 10 ⽉のデータの両⽅で、道路上の⾊の繋
がりから⼤まかな⼈流が分かる。⾊の濃淡から細かく
⼈々が集中している地点を確認でき、特に交差点に多
く⼈が集中している様⼦が⾒て取れる。さらには、交
差点の中でも、特に⼈が集中している交差点があるこ
とも分かる。 
次に８⽉と１０⽉のデータを⽐べる。８⽉に⽐べて 10
⽉のでは、地図上で右上部分の⾊が薄くなり、歩⾏者
の数が減っていることが分かる。また、駅前周辺の空
間においても10⽉の⼈流も減っていることが分かる。 
 
４. GIS⼈流分析の考察 
分析 1 の結果から WBGT が必ずしも⼈の涼しいとこ
ろに⾏く習性を体現できるものではないと判断し別



のアプローチに切り替えることにした。 
分析 2 の結果から、8 ⽉と 10 ⽉のデータの間で⼈々
の集中する地点や⼤まかな⼈流の流れが何らかの要
因によって変化していることが推測できる。より暑い
時期に⼈が集中する地点が増えていることから、設置
場所の検討の際にこれを考慮する必要がある。 
	
5．今後の作業・課題 
 ・設置する候補地・構造物の決定 
Google Mapsを使⽤し、候補地となった歩⾏者空間が
どのような空間で、具体的にどのような構造物(街路樹、
ベンチ、信号等)が設置されているのかを調査し、図上
に⽰すことで、具体的に暑さ対策の設置物を設置する
箇所の検討に繋げる。 
・ヒアリングの実施 
先⾏研究を⾏っている熊倉永⼦先⽣にヒアリングを
⾏う。 
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